
難しいって楽しい！

振り返り

制作をするのが大好きなひまわり組の子ども達。年間通して指先を使った制作活動をたくさん経験してきました。テープや
シール・のりの扱いにも慣れてきたので、今回はマスキングテープを使って『木』をデザインしていきました。祖父母参観日
では神社の木を見たり、園庭にも桜や金木犀があり、葉や花を拾ったり、匂いを嗅いだりしながら季節の移り変わりを感じて
きた経験から「木って大きいよな！」「葉っぱいっぱいあるで」「花咲くよな」と木の姿を思い出したり、絵本や図鑑で見た
りしながら取り組みました。マスキングテープを幹や枝に見立てて貼っていくのですが、私は子ども達が取り組みやすいよう
にと、あらかじめ適当な長さに切って用意していましたが、「自分でやる」「どうやってするん？」と自分でやりたがる子ど
もの姿がありました。危ないなと思っていたハサミの扱いも少人数だと安心して補助が出来ることや、ちぎるのが難しくてき
れいにちぎれなくても『自分でやった』という方が達成感が大きいことなど、子どもの姿から改めて何でも大人が用意してお
くことだけが保育の環境ではないんだなと感じさせられました。子ども達が自分で仕上げた『木』のデザイン画を完成させた
時の表情は満点の笑顔でした。（豊かな感性と表現、数量・図形への関心・感覚、自然との関わり、自立心）
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ねらい：様々な素材に触れたり道具を使ったりしながら、制作活動を楽しむ
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